







その他のタイトル Comprensione del confucianesimo secondo Zsiun
(1718-1804) : in base al “Colloquio casuale
tra scintoista e confuciano”, “Commento
abbreviato sulle dharanyah del
Saddharmapundarika-sutra”, ed “Insegnamenti















と判明したものである2．その校了は享和 3（1803）年 3月 4日とあることから，それ











































































１．発端 ２．神道は異端なるか ３．我が朝の万邦に勝ること ４．堯舜の禅譲
を難ず ５．男女の道 ６．万国の宗国 ７．決して誇説ならず ８．六経論孟取捨
する所を知れ ９．『大学』の三綱領八条目 10．明徳 11．仏法の似せそこない 12．
誠に聖人の言なり 13．『孟子』を読む心得 14．此の向かう村を見よ 15．一個の
赤心と君臣の大義 16．或有所成或有不成の詳説 17．考という名さえ末が末なり 
18．翁と村老との対話を聞く 19．耳を取って鼻をかむ譬 20．仏法とはいかに 21．
仏法は治国に用なきか 22．真の孝養の道 23．我国の孝子の例 24．天命 25．禎
祥と妖蘖 26．河図と神道 27．洛書と神道 28．紫の朱を奪うを憎む 29．是もま
た国賊か 30．武運長久の兆 31．誠の経済 32．天に順じて天命を受く 33．国柱
                                                  





35．農の国本たること 36．音楽のこと 37．文字のこと 38．和歌はいかに 39．
武備の肝要なること 40．神明の故を知れ 41．天の瓊矛 42．雌元と雄元 43．国
体即神体 44．海の神 45．山川草木の神 46．日神と月神及びその他の神 47．生
死の教え 48．神代の巻盟約の章 49．神道は易簡の教なり 50．楊墨もまた可取か 
51．神道と易 52．我国に文字なし 53．我国に典籍なし 54．日神の日神たる所 そ
の一 55．日神の日神たる所 その二 56．善悪相より天の道なり 57．この翁の略









































 あ．『論語』為政巻第 2－16 「異端を攻むるは，斯れ害あるのみ」． 
３．我が朝の万邦に勝ること 
 あ．『論語』顔淵巻第 12－11 「君君たり，臣臣たり」． 
 い．『易経』繋辞下第 2 章（下巻 254－5 頁） 「（包犧氏）是に於いて始めて八
卦を作り」6． 
 う．『論語』堯曰巻第 20－1 「堯曰く，咨爾舜，天の暦数は，爾が躬に在り」． 
 え．『書経』堯典（上巻 123頁） 「帝曰く，疇か咨，時を若えん，登庸せん」． 
 お．『春秋左氏伝』僖公 24 年（中巻 266－267 頁） 「口忠信の言を道わざるを
嚚ｷﾞﾝと云う」． 
４．堯舜の禅譲を難ず 
 あ．『孟子』万章上巻第 9－5 「天子は天下を以て人に与うること能わず」． 







の 7 編それぞれを上下に分かち，計 14 編から成っている．孟子は，孔子の没後ほぼ
100 年を経て，個人主義の楊朱，博愛主義（「兼愛」）の墨翟（前 468－376）に対し， 
正統儒家の論陣を張った． 
 い．『春秋左氏伝』襄公 4年 A（中巻 153頁） 「寒浞ｶﾝｻｸが乱起こりて，子孫
その禍にかかるを以て知るべきなり」7． 
５．男女の道 
 あ．『書経』堯典（上巻 138頁） 「二女を嬀汭ｷｾﾞｲに釐降ﾘｺｳし，虞に嬪たらし
む」． 






 う．『論語』泰伯巻第 8－1 「泰伯は其れ至徳と謂う可きのみ．三たび天下を以
て譲る」． 
６．万国の宗国 





 あ．『中庸』第 30章  「仲尼，堯舜を祖述し，文武を憲章す」． 
 い．『孟子』告子下巻第 12－2 「子，堯の服を服し，堯の言を誦し，堯の行を
行わば，是れ堯のみ」． 
９．大学の三綱領八条目 











 い．『孟子』公孫丑上巻第 3－9 「（伯夷，）悪人の朝に立ち，悪人と言うは，朝
衣朝冠して塗炭に坐するが如し」． 
 う．『大学』経第 1章  「物格って后知至る」． 
 10．明徳 
 あ．『大学』経第 1章  「大学の道は明徳を明らかにするに在り」． 




 い．『論語』里仁巻第 4－15 「参，吾が道は一以て之を貫く」． 
 う．『論語』為政巻第 2－4 「吾，十有五にして学に志す」． 
12．誠に聖人の言なり 
 あ．『論語』衛霊公巻第 15－11 「夏の時を行い」． 
13．孟子を読む心得 
 あ．『孟子』梁恵王上巻第 1－3 「五畝の宅，之に樹うるに桑を以てせば，五十
の者以て帛を衣るべし」． 
 い．『孟子』告子下巻第 12－8 「諸侯の地は方百里」． 
 う．『詩経』小雅・節南山之什「小苑」（下巻 162頁）9 「（戦戦兢兢として深淵
に臨むが如く）薄氷を踏むが如し」． 
14．此の向かう村を見よ 
 あ．『孟子』滕文公上巻第 5－3 「（龍子曰く，）地を治むるは助より善きはなく，
貢より良からざるはなし」． 





 あ．『孟子』尽心下巻第 14－3 「尽く書を信ずれば，則ち書なきに如かず．吾
武成に於いて二三策を取るのみ」． 
この「尽く書を信ずれば，則ち書なきに如かず」の句は慈雲が好んで引いたものの
ようで，例えば『慈雲尊者全集』第 14 巻所収の「諸宗の意得 学法」には，この引
用の後に「これ学問の大要なり」と続く． 





 え．『論語』子張巻第 19－11 「子夏曰く，大徳は閑ﾉﾘを踰えず」．   
16．或有所成或有不成の詳説 
 あ．『中庸』第 1章 「道は須臾も離る可からざるなり」． 
 い．『易経』乾（上巻 79頁）． 「乾は，元ｵｵいに亨りて貞ﾀﾀﾞｼきに利ﾖろし」．  






 い．『孟子』尽心上巻第 13－15 「人の学ばずして能くする所の者は，其の良能
なり」． 
















 あ．『論語』為政巻第 2－4 「五十にして天命を知る」． 
 い．『論語』公冶長巻第 5－15 「子貢，問いて曰く，孔文子，何を以て之を文
と謂うか」．  
 う．『論語』堯曰巻第 20－3 「命を知らずんば，以て君子と為る無きなり」． 
 え．『論語』憲問巻第 14－36 「道の将に行われんとするや，命なり」． 
 お．『論語』子罕巻第 9－1 「子，罕に利を言うとき，命と与に，仁と与にす」． 
 か．『論語』陽貨巻第 17－6 「吾豈匏瓜ならん」．  
 き．『孟子』尽心下巻第 14－33 「堯舜は性のみ也．湯武は之に反る」． 
 く．『論語』雍也巻第 6－10 「伯牛，疾有り．子之を問う」． 
 け．『書経』「虞書」大禹謨（上巻 270頁） 「満は損を招き，謙は益を受く．時
れ乃ち天の道なり」． 
 こ．『中庸』第 24章 「国家将に興らんとすれば，必ず禎祥あり」． 
25．禎祥と妖蘖 
 あ．『中庸』第 24章  前項参照． 
 い．『論語』子罕巻第 9－9 「鳳鳥，至らず．河，図を出ださず．吾已んぬるか
な」． 
 う．『易経』繋辞上第 11章（下巻 243頁） 「天，神物を生じて，聖人これに則
り，天地変化して，聖人これに効い，天象を垂れ吉凶を見して，聖人これに象り，河
図を出し，洛書を出して，聖人これに則る」． 
 え．『書経』「商書」湯誥（中巻 28頁） 「敢えて玄牡を用い」．次項をも参照10． 
 お．『論語』堯曰巻第 20－1 「予小子履，敢えて玄牡を用い」．夏の第 17 代桀










 あ．『書経』「周書」洪範（中巻 259頁） 「洪範九疇，彝倫の斁るる攸なり」． 
28．紫の朱を奪うを憎む 
 あ．『論語』陽貨巻第 17－11 「郷原は徳の賊なり」．同 16 「紫の朱を奪うを
憎む」．  
 い．『孟子』滕文公上巻第 5－4 「吾幽谷を出でて喬木に遷る者を聞けるも，未
だ喬木を下りて幽谷に入る者を聞かざるなり」． 
29．是もまた国賊か 
 あ．『春秋左氏伝』宣公 2年 4（上巻 407頁） 「晋の趙盾，其の君夷皐ｲｺｳを弑
す」． 
 い．『論語』憲問巻第 14－21 「陳成子，簡公を弑す．孔子沐浴して朝し」． 
 う．『論語』述而巻第 7－12 「子の慎む所は，斎・戦・疾なり」． 
 え．『孟子』離婁下巻第 8－22 「王者の迹熄みて詩亡ぶ．詩亡びて然る後に春
秋作る」． 




 あ．『孔子家語』巻 4六本（第 15）7 「孔子，雀を羅ｱﾐする者を見る」． 
 い．『論語』衛霊公巻第 15－32 「君子は道を謀りて食を謀らず」．「学べば，禄
其の中に在るあり」． 
 う．『孟子』告子下巻第 12－8 「周公の魯に封ぜらるるや，方百里たり」． 
32．天に順じて天命を受く 




 あ．『書経』「虞書」堯典（上巻 95 頁） 「乃ち羲和に命じて，欽んで昊天に若
わしめ，日月星辰を暦象して，敬しんで人に時を授けしむ」． 
 い．『中庸』第 30章 「仲尼，堯舜を祖述し，文武を憲章す」． 
 う．たとえば『易経』説卦第 11章（下巻 301頁） 「乾を天と為し，円と為し，．．．
坤を地と為し，．．」． 
 え．『論語』衛霊公巻第 15－11    「顔淵，邦を為むるを問う．子曰く，夏の時を
行い」． 
 お．『易経』繋辞上第 1 章（下巻 212 頁） 「天は尊く地は卑くして，乾坤定ま
る」． 
33．国柱陰神陽神 






 あ．『孟子』離婁下巻第 8－3 「君の臣を視ること犬馬の如くなれば」． 
 い．『孟子』梁恵王上巻第 1－1 「上下交も利を征らば，則国危からん」． 
 う．『論語』微子巻第 18－7 「四体勤めず，五穀分せず」． 
 え．『孟子』滕文公上巻第 5－4 「神農の言を為す許行あり」． 
36．音楽のこと 
 あ．『書経』「虞書」舜典（上巻 219－220 頁） 「詩は志を言い，歌は言を永う
す」． 
37．文字のこと 
 あ．『論語』先進巻第 11－10 「顔淵死す．子．之を哭して慟す」． 
 い．『書経』「虞書」 「二典三謨」．先の「大学の三綱領八条目」（9．）を参照． 
 う．『論語』術而巻第 7－20 「子は怪力・乱神を語らず」． 
 え．『論語』衛霊公巻第 15－41 「辞は達するのみ」． 
 お．『孟子』万章下巻第 10－5 「抱関撃拆」． 
 か．『論語』子罕巻第 9－14，公冶長第 5－7 「子九夷に居らんと欲す」． 
50 
 
 き．『孟子』尽心上巻第 13－13 「夫れ君子の過ぐる所は化し」． 
 く．『礼記』壇弓上第 3（上巻 80頁） 「子上の母死して喪せず．門人諸を子思
に問ひて曰く」． 
38．和歌はいかに 





 あ．『中庸』第 1章 「天の命をこれ性と謂う」． 
41．天の瓊矛 
 あ．『孟子』公孫丑下巻第 4－13 「五百年にして必ず王者の興るあり」．ただし
慈雲は「王者」を「聖人」としている． 
42．雌元と雄元 
 あ．『春秋左氏伝』昭公元年H（下巻 40頁）． 「晋平公病ある時」． 
 い．『論語』先進巻第 11－12 「未だ生を知らずんば，焉んぞ死を知らんや」． 
43．国体即神体 
 あ．『大学』大学章句序（13 頁）． 「一たび聡明叡智にして能くその性を尽く
す者」． 
 い．『中庸』第 14章  「君子その位に素して行い，その外を願わず」． 
45．山川草木の神 
 あ．『書経』「虞書」舜典（上巻 161頁） 「肆に上帝に類し，六宗に禋し，山川
に望し，群神に徧くす」． 
 い．『論語』雍也巻第 6－6 「犂牛の子も騂く且つ角あらば，用うる勿らんと欲
すと雖も，山川其れ諸を舎てんや」． 
 う．『書経』「虞書」舜典（上巻 172頁） 「歳の二月，東に巡守し，岱宗に至り
て，柴す．山川に望秩す」． 
 え．『中庸』第 16章 「鬼神の徳たる，それ盛んなるかな」． 
46．日神と月神及びその他の神 





 あ．『孔子家語』巻 2 致思（第 8）17 「子貢，孔子に問ひて曰く，死者は知る
あるか，将た知るなきか」． 
48．神代の巻盟約の章 
 あ．『春秋左氏伝』定公 15年 1（下巻 384頁） 「二君みな礼に違へり．倶に其
の国を保つべからず」． 
 い．『論語』憲問巻第 14－4 「徳有る者は，必ず言有り」．   








 あ．『論語』里仁巻第 4－15 「吾が道は一を以て之を貫く」． 
 い．『論語』衛霊公第 15－3 「予は一を以て之を貫く」． 
 う．『易経』繋辞下第 1章（下巻 251頁） 「それ乾は確然として人に易を示す」． 
 え．『孟子』離婁下巻第 8－12 「大人とは，其の赤子の心を失わざる者なり」． 
50．楊墨もまた可取か 





 い．『論語』八佾巻第 3－22 「管仲の器小なるかな」． 









 え．『論語』憲問巻第 14－17 「管仲微くんば吾（其れ髪を被り）左衽せん」． 
51．神道と易 







 あ．『論語』子路巻第 13－15 「人の言に曰く，君為ること難く，臣たること易
からずと」． 
 い．『書経』「虞書」舜典（上巻 226頁） 「帝曰く，咨汝二十有二人，欽まん哉．
惟れ時れ亮に天功」． 
 う．『孟子』尽心上巻第 13－12 「佚道を以て民を使えば，労すと雖も怨みず」． 
55．日神の日神たる所 その二 
56．善悪相より天の道なり 
 あ．『孟子』告子下巻第 12－15 「天の将に大任を是の人に降さんとするや」． 
 い．少正卯誅殺 これは『荀子』宥坐第 28章 11からの引用で知られるようになっ
たものである13． 
 う．『論語』憲問巻第 14－43 「原壌夷して俟つ」． 
57．この翁の略歴 
 あ．『論語』衛霊公巻第 15－32 「君子は道を謀りて食を謀らず」．「学べば，禄
其の中に在るあり」． 







 あ．『孟子』離婁上巻第 7－26 「不孝に三有り．後なきを大なりと為す」． 
 い．『論語』顔淵巻第 12－5 「司馬牛憂えて曰く，人皆兄弟有り．我独り亡し」． 
 う．『礼記』曲礼上巻第一（上巻 30頁） 「妻を取るに同姓を取らず」． 
59．この翁の師 
 あ．『論語』為政巻第 2－4 「五十にして天命を知る」． 
60．結末 










































































































（第 1 丁～第 17 丁＝１頁～ 34 頁） 
法華陀羅尼品 竺法護句義 Kāśyapa 謹記 
①薬王菩薩陀羅尼（1 頁～ 16 頁） 
tad-yathā 将来本欠此一句 
anye 梵文弘法大師将来心覚真言集 句義正法華 
 a 是本初声 nya 声明中衆多声 e 点陀羅尼中有此声是呼声歟或呼鬼神名或唱法
句 ．．．之所在現 maṇḍala 界会能作世出世之利益安楽也此陀羅尼之初句奇異義可思 
manye 承上 anye 而云．． 
mana 意也 ya 是有所作之辞 
manye  大凡陀羅尼重畳之語下重於上或別有所命也 
mamanye 上之 ma 通于 a 無義 
 四句並以 nya 字而唱出 
                                                  
19  拙稿「菩薩戒と『摩訶止観』─慈雲と天台思想の関係をめぐって─」，筑波大学大学院人文社





cire cire 日貝貝亦 cireṇa bhavanta 永久之字体中有行義可知 
carite cara 行也 ite 之助声成奉修事深趣 
 二句以 cara 行声而唱出 e 声劣流便大凡密咒之劣儀不当字義句義含蔵彰徳難量音
之流便亦四種相応而成其事業也 故一阿点一曳声所容易也 
 上文所思意念等正念正思惟之行永久不退是正精進義耳 
śame 奢 唐他止也 
śamitā vi tava 之字体勝上義如実義 i,e 音之本末相通 
śānte 
 右三句 śa 字本性寂義為要正定之義 
mukte 
muktame me 自説上士之言成済度 
 二句 mukta 唱出是正戒義 sama 
aviṣame a 無 viṣa 毒三毒之毒 
saumi 
sami  sama 








āloka-bhaṣai paśavekṣaṇi 義訳乎āloka 所暗bhaṣai 光paśa 見ve 倶歟皆也kṣaṇi 
盡期明与無明悉皈于玄黙故云観察 
此三句並 vekṣaṇi 与上三句是一條 
nevite 
abhyantala-neviṣṭe   




















amadyanatāya   
 已上薬王菩薩咒八正道之功力護持法華於末世歟 
 
②勇施菩薩陀羅尼（17 頁～ 20 頁） 
tad-yathā 
jvale 智慧 














 六句中初二句 nṛ 字唱出後四句 ṭṭi 字介布 
 






kunāmi  ku 字疑之辞何義 
 富有法尓於世起調戯 此調戯本来無戯此無戯受用無量一切時処無不富何不富 
 右多聞天之護法 
 
④持国天咒（23 頁～ 26 頁） 
agaṇe 
gaṇe 
gauri 正法華欠句義 胎軌但 gauri gori 二本 








⑤十羅刹女咒（26 頁～ 27 頁） 




nemi nemi nemi nemi nemi 
rūhe rūhe rūhe rūhe rūhe 
stahe stahe stahe stahe stahe svāhā 
 右十羅刹 
 


























anuvartta varttine varttāri svāhā 之句隨転聖説而奉行受持 
享和癸亥三月四日小子記此略示 但陀羅（尼）甚奥 























                                                  
21  拙稿「慈雲尊者と戒律の系譜─筑波大学所蔵・慈雲自筆本『法華陀羅尼略解』を基に─」，筑

























上のうちの一篇（『全集』第 13 巻 320－322 頁）である．『垂示』は，寛政 5（1793）











































































































































                                                  
27  拙稿「聖域としての悲劇─『コロノスのオイディプス』の開示する世界─」，筑波大学文芸・
言語学系紀要『文藝言語研究    文藝篇』第 37巻，71－88頁，2000年． 
28  拙著『ハンガリーのギリシア・カトリック教会─伝承と展望─』，創文社，702頁，2010年，
第 2部を参照． 
